
インベントリの管理
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•管理対象デバイスの一時停止と再開（45ページ）
•デバイスの削除（46ページ）
•パフォーマンスグラフ（48ページ）
• Unified CMデバイスの検索（55ページ）
• SNMPクエリ（SNMP Query）（57ページ）

インベントリの管理
この章では、インベントリの管理について説明します。

インベントリ詳細の表示
Cisco Prime Collaboration Assuranceは、リアルタイムによる検出を継続して行います。ネット
ワークに関する最新情報を取得するには、定期的にインベントリを更新する必要があります。

インベントリをどの程度の頻度で更新するかをスケジュールできます。

インベントリを更新すると、インベントリは Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベース
と同期されます。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、更新後にネットワークで発生したす
べての追加、削除、変更を反映させます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、デバイスはデバイスタイプに基づきグループ化され
ます。[デバイスグループ（Device Group）]ペインは、[インベントリ管理（Inventory
Management）]、会議の診断（SessionConferenceDiagnostice）]（フィルタとして）、[エンドポ
イントの診断（Endpoint Diagnostics）]、[アラームとイベント（Alarms and Events）]ページで
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使用できます。対象のグループからデバイスまたはエンドポイントを選択し、インベントリの

詳細を確認を監視できます。

Cisco PrimeCollaborationAssuranceでTC/CEデバイスタイプとして検出されたCisco Telepresence
エンドポイントは、JTAPIユーザーが制御するデバイスリストには含めないようにします。IP
フォンは、JTAPIユーザの制御リストで保持することを推奨します。

（注）

インベントリテーブルのデバイスホスト名列にマウスを乗せて [デバイス360°（Device360°）]
ビューをクリックすると、アラーム、インターフェイス、ポート、環境、モジュール、デバイ

ス固有のその他の機能など、デバイスの詳細を確認できます。詳細については、デバイスの

360°ビューを参照してください。インベントリテーブルには、UnifiedCommunicationsManager
に登録され、管理対象であるデバイスのソフトウェアバージョンも表示されます。デバイスに

は、ソフトフォン、ハードフォン、Jabberがあります。

およびインベントリ管理ページには、インベントリテーブルの他にも、ここの下には、システ

ム情報、アクセス情報、インターフェイス情報、イベント設定ペインが表示されます。すべて

のペインは、最後にポーリングされたデータに基づき設定されます。これらのデバイスの詳細

を表示するには、少なくとも 1回は [Managed]状態となっている必要があります。

インベントリペイン

現在のインベントリテーブルは、 [インベントリ（Inventory）]ページで利用できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceにより管理される各デバイスは、デバイス（インターフェ
イスおよび周辺機器）の物理インベントリを表示できるようになっています。デバイスのイン

ベントリ詳細を表示するには、[Current Inventory]ペインの行をクリックします。

複数のデバイス（最初の 500個の項目）を選択するには、[Current Inventory]ペインの左上隅に
あるチェックボックスを使用します。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合、デバイスを選択してデバイ
スを割り当ててから、[編集（Edit）] > [割り当て（Assign）]をクリックして顧客を割り当てる
ことができます。[デバイスの編集（EditDevice）]ダイアログボックスが表示されたら、ドロッ
プダウンリストから顧客名を選択できます。[デバイスグループ（Device Group）]ペインか
ら、[ホスト名（Recycle Host）]を選択した後（これによりクラスタのすべてのデバイスが選
択される）、[編集（Edit）] > [割り当て（Assign）]をクリックすることにより、クラスタに顧
客を割り当てることができます。同様に、顧客の割り当てを解除するには、デバイスを選択し

てから、[編集（Edit）] > [割り当て解除（Unassign）]をクリックします。

[クレデンシャルの変更（Modify Credentials）]オプションを使用して、クレデンシャルと再検
出デバイスを変更できます。確認メッセージウィンドウで [ジョブの進行状況（JobProgress）]
をクリックすると、[ジョブ管理（Job Management）]ページを相互起動して、検出ジョブの詳
細を確認できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合
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[しきい値設定（Threshold Settings）]オプションを使用して、自動トラブルシューティングの
有効化、無効化、または設定を切り替えることができます。

[一時停止（Suspend）]オプションや [再開（Resume）]オプションを使用して、デバイスの管
理の一時停止や再開ができます。インベントリは、[Suspended]状態のデバイスについては更新
されません。

インベントリテーブルの [Show]ドロップダウンリストを使用して、デバイスタイプと状態に
基づいてデバイスをフィルタリングできます。たとえば、ネットワーク内の、すべての削除さ

れたデバイスを再検出する場合は、表示ドロップダウンリストから [Deleted]を選択します。
インベントリテーブルに、すべての削除されたデバイスの一覧が表示されます。これらのデバ

イスを検出するために再検出を実行します。

たとえば、ネットワーク内の、すべての削除されたデバイスを再検出する場合は、表示ドロッ

プダウンリストから [Deleted]を選択します。インベントリテーブルに、すべての削除された
デバイスの一覧が表示されます。これらのデバイスを検出するために再検出を実行します。

クイックフィルタや拡張フィルタなどのオプションがあり、デバイスの条件に基づいてデバイ

スをフィルタリングできます。

インベントリテーブルの右上隅にある [Total]フィールドには、デバイス数が表示されます。
グループ内のデバイス数を表示するには、グループを選択します。

たとえば、電話機エンドポイントの数を表示するには、[Device Group]で [Endpoints]グループ
を選択します。[Total]フィールドのエンドポイント数が更新されます。デバイスカウントの
詳細については、現在のインベントリテーブルのフィールド説明欄を参照してください。

不明なエンドポイントの一覧を表示するには、[デバイスグループセレクタ（Device Group
Selector）] > [定義済み（Predefined）] > [不明なエンドポイント（Unknown Endpoints）]の順に
選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

[しきい値設定（Threshold Settings）]オプションを使用して、自動トラブルシューティングの
有効化、無効化、または設定を切り替えることができます。

[一時停止（Suspend）]オプションや [再開（Resume）]オプションを使用して、デバイスの管
理の一時停止や再開ができます。インベントリは、[Suspended]状態のデバイスについては更新
されません。

インベントリテーブルの [Show]ドロップダウンリストを使用して、デバイスタイプと状態に
基づいてデバイスをフィルタリングできます。

クイックフィルタや拡張フィルタなどのオプションがあり、デバイスの条件に基づいてデバイ

スをフィルタリングできます。

インベントリテーブルの右上隅にある [Total]フィールドには、デバイス数が表示されます。
グループ内のデバイス数を表示するには、グループを選択します。

たとえば、電話機エンドポイントの数を表示するには、[Device Group]で [Endpoints]グループ
を選択します。[Total]フィールドのエンドポイント数が更新されます。デバイスカウントの
詳細については、「現在のインベントリテーブルのフィールド説明」テーブルを参照してくだ

さい。
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不明なエンドポイントの一覧を表示するには、[デバイスグループセレクタ（Device Group
Selector）] > [定義済み（Predefined）] > [不明なエンドポイント（Unknown Endpoints）]の順
に選択します。

この表は、インベントリテーブルのフィールドについて説明しています。デフォルトでは、イ

ンベントリテーブルのすべての列は表示されません。すべての列を表示するには、右上の隅に

ある [Settings]オプションをクリックします。CSVまたは PDFファイルとしてインベントリ
テーブルをエクスポートするには、インベントリテーブルの右上の隅にある [Export]アイコン
をクリックします。

表 1 : [Current Inventory]テーブルのフィールドの説明

説明フィールド

識別を容易にするためにエンドポイントに割

り当てられた名前。

エンドポイント名

エンドポイントのディレクトリ番号です。こ

の数は、デバイスの一意的な識別に役立ちま

す。

内線番号

Cisco Unified Communications Manager
（CUCM）または Cisco TelePresence Video
Communication Server（VCS）でデバイスの設
定時に追加した、エンドポイントの特徴を表

す説明です。

電話の説明

識別を簡単にするためにデバイスに割り当て

られる名前。

ホスト名

Catalyst3506G48PSなどのデバイスモデル。モデル
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説明フィールド

デバイスを管理するために使用される IPアド
レス。

IPアドレスをクリックすると、そのデバイス
にログインできます。

この機能は、MSPモードでは使用できません。

クイックビューアイコンをクリックして、そ

のデバイスのデバイス 360度ビューを起動し
ます。

そのデバイスがエンドポイントの場合、エン

ドポイントの 360度ビューが表示されます。

これらのデバイスが論理検出で検出された場

合、IPアドレスとプライベート IPアドレスは
同じになります。

ルータとスイッチの場合、デバイスにログイ

ンするには、Puttyなどのターミナルクライア
ントアプリケーションを関連付ける必要があ

ります。

IP Address

デバイスのMACアドレスです。Macアドレス

デバイスで実行している IOSやCentOSなどの
ソフトウェアです。

[ソフトウェアタイプ（Software Type）]

デバイスで実行しているソフトウェアのバー

ジョンです。

デバイスが Unified Communications
Managerに登録されていない場合、
[ソフトウェアバージョン（Software
Version）]フィールドにはNA」と表
示されます。

（注）

ソフトウェアバージョン

CUCMに登録されているデバイスのみに使用
します。

デバイスプール

CUCMに登録されているエンドポイントのみ
に使用します。

パーティション

エンドポイントのみに適用されます。シリアル番号

デバイスのステータスです。状態

デバイスのステータス理由です。ステータス理由
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説明フィールド

デバイスの最適なロールまたはサービスです。タイプ

デバイスの他のすべてのロールまたはサービ

スです。

機能

デバイスが最後に検出された日時です。時刻

は、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバ
で設定されているタイムゾーンに従います。

最終検出日

•緑のチェックマークが表示—[イベントの
カスタマイズ（Customize Events）]タブ
を使用して、デバイスのイベント設定が

カスタマイズされています。

•緑のチェックマークが非表示—そのデバ
イスのイベント設定はカスタマイズされ

ていません。このデバイスはグローバル

設定を使用します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

カスタマイズされたイベント

• [Unsupported]：デバイスはCiscoMediatrace
をサポートしません。

• [Transparent]：デバイスはCiscoMediatrace
をサポートしますが、プロファイルが設

定されていません。

• [Responder]：Cisco Mediatraceの応答側プ
ロファイルがデバイスでイネーブルにさ

れています。Cisco Mediatraceの情報を監
視および収集する場合は、このプロファ

イルを有効にします。

• [Responder]：Cisco Mediatraceの発信側プ
ロファイルがデバイス上でイネーブルに

されています。Cisco Mediatraceセッショ
ンまたはポーリングを開始する場合は、

このプロファイルを有効にします。

• [Initiator/Responder]：CiscoMediatraceの発
信側および応答側プロファイルがデバイ

スでイネーブルにされています。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

Mediatrace Role
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説明フィールド

•非対応—デバイスはビデオ IP SLAをサ
ポートしていません。

•未設定—デバイスはビデオ IP SLAをサ
ポートしますが、設定されていません。

• [Responder]：デバイス上で IP SLAレスポ
ンダのプロファイルが設定されています。

このプロファイルで設定されているデバ

イスは、測定パケットを処理し、タイム

スタンプの詳細情報を提供します。

レスポンダは、接続先デバイスの処理遅

延に関する情報を、送信元のCiscoルータ
に返すことができます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

IP SLA Role

• [Unsupported]：デバイスは Cisco
PerformanceMonitorをサポートしません。

•未設定—デバイスは Cisco Performance
Monitorをサポートしますが、設定されて
いません。

• [Configured]：Cisco PerformanceMonitorが
イネーブルになっているため、ネットワー

ク内のパケットフローをモニタし、その

フローに影響をおよぼす可能性がある問

題点を認識できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

Performance Monitor

•インベントリの不明な電話機を更新するには、Cluster Data Discoveryをトリガーします。
これは、午前 0時に自動的にトリガーされます。

• IPアドレスを変更または交換した場合、デバイスタイプは識別されません。このような
場合は、

• /opt/emms/emsam/conf/フォルダに移動し、emsam.propertiesファイルを編集します。

• com.cisco.nm.emms.devicetype.rediscovery = false行を見つけて、値を 'False'から 'True'
に変更します。

•管理者ユーザとしてログインして Cisco Prime Collaboration Assurance Serverを再起動
し、

• application stop cpcm
• application start cpcm

•デバイスの再発見というコマンドを実行します。

（注）
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Mobile Remote Access（MRA）クライアント（Cisco Jabber、Cisco TelePresence MXシリーズ、
Cisco TelePresence Systemシリーズ、Cisco TelePresence SXシリーズなど）の IPアドレスはCisco
Unified Communications ManagerのCisco Expressway-Coreデバイスと同じですが、Cisco Prime
Collaboration Assuranceで IPアドレスは「NA」と表示されます。

デバイス 360°ビューはMRAクライアントで使用できます。（注）

関連トピック

会議の診断ダッシュボード

デバイスグループの管理

Unified CMクラスタデータの検出

デバイスの 360°ビュー

360°ビューを使用して、任意のデバイスに関する簡単な概要情報を取得できます。デバイスの
IPアドレスの上にマウスを合わせ、クイックビューアイコンをクリックして、[デバイス360°
ビュー（Device 360° View）]ウィンドウを起動します。デバイスのグローバル検索を実行し
て、[デバイス360°ビュー（Device 360°View）]を確認することもできます。

ステータスや場所などのデバイス情報の表示に加えて、デバイス上のモジュール、アラーム、

インターフェイスの表示や、そのデバイスに対する pingや tracerouteなどのツールの起動もで
きます。

デバイスがクラスタに属している場合、クラスタ ID値をクリックすると、デバイスが属して
いるクラスタのクラスタビューを相互起動できます。

Internet Explorer 10および 11を使用している場合は、[デバイス360°ビュー（Device 360°View）]
ウィンドウを表示するために推奨されるブラウザ設定を使用していることを確認してくださ

い。ブラウザで F12キーを押して、次のように設定します。

• Internet Explorer 10の場合：

• IE10ブラウザモード：IE10または IE10互換表示

•ドキュメントモード：標準（デフォルト）または互換

• Internet Explorer 11の場合：

•ブラウザプロファイル：デスクトップ

•ドキュメントモード：Edge（デフォルト）

ブラウザを再度起動して、[デバイス360°ビュー（Device 360° View）]ウィンドウを表示しま
す。

（注）
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[デバイス360°ビュー（Device 360°View）]ウィンドウには、次のデバイスの詳細が表示されま
す。

表 2 :フィールド/ボタンとその説明

説明フィールド

デバイスの状態を確認するには、状態アイコ

ンにマウスのカーソルを合わせます。アイコ

ンの各色は、さまざまな状態を表しています。

状態

デバイスのステータス理由と、すべての機能

を動作させるために実行する必要がある追加

のアクティビティを確認するには、アイコン

の上にマウスのカーソルを合わせます。アイ

コンの各色は、デバイスの状態に対応してい

ます。

ステータス理由

—ホスト名

IPアドレスをクリックすると、[デバイス管理
（DeviceManagement）]ページが起動します。
ルータとスイッチにログインするには、その

IPアドレスをクリックして、TELNETや SSH
などの端末クライアントアプリケーションを

関連付ける必要があります。

この機能は、MSPモードでは使用できません。

ホスト IP /グローバル IPアドレス

デバイスのMACアドレス。MACアドレス

デバイスタイプまたはデバイスのプライマリ

ロールまたは機能は、hostname行の下の右隅
に明記されます。たとえば、Finesse、Unified
CMまたは Unity Connectionなどです。

タイプ

NAT環境で Cisco Prime Collaboration Assurance
をMSPモードで展開した場合は、デバイスの
ホスト名が表示されます。

ホスト名（Host Name）

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモー
ドで展開した場合、デバイスが属しているカ

スタマーを参照することができます。

顧客

デバイスのソフトウェアバージョン。バージョン

最後に成功した検出のタイムスタンプです。最終検出
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説明フィールド

デバイスが属しているクラスタのクラスタ ID
です。クラスタ IDをクリックすると、[クラ
スタの詳細（ClusterDetails）]ページが開きま
す。

クラスタ ID

サポートコミュニティアイコンをクリックす

ると、デバイスに関連する投稿およびディス

カッションがフィルタ処理されたシスコサ

ポートコミュニティダイアログボックスが開

きます。そのデバイスに関する質問を投稿で

きます。

他のデバイスのサポートページに移動したり、

Cisco Prime Collaboration Assuranceのサポート
コミュニティページにアクセスできます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceページにア
クセスするには、[シスコサポートコミュニ
ティにアクセス（Visit the Cisco Support
Community）]をクリックし、[コミュニティ
トピックと投稿に移動（Navigate to a
Community Topic and Post）]ペインをクリック
してから、[コラボレーション、音声およびビ
デオ（Collaboration, Voice and Video）]をク
リックします。[コラボレーション、音声およ
びビデオコミュニティ（Collaboration, Voice
and Video Communities）]テーブルで、[Prime
CollaborationManagement]をクリックします。

Cisco Prime Collaborationコミュニティフォー
ラムでは質問を投稿できるほか、既存のディ

スカッション、動画、関連ドキュメントで問

題に関連する質問や情報を検索できます。

ビジネスに影響を及ぼす技術的な問題につい

ては、タイムリーなサポートを受けられるよ

う、Cisco TACでサービスリクエストを開始
することをお勧めします。

—

[ping]アイコンをクリックしてデバイスにping
すると、送受信されたパケットの数、パケッ

ト損失（%）、および pingでデバイスに到達
するまでの所要時間（ミリ秒）など、pingの
統計情報を取得できます。

—
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説明フィールド

[traceroute]アイコンをクリックして、デバイ
スに到達するためのルート、デバイスに到達

するまでのホップ数、および各ホップの経過

時間（ミリ秒）を確認します。

—

[タスク（tasks）]アイコンをクリックし、ド
ロップダウンリストから選択して、パフォー

マンスグラフの起動やしきい値の管理などの

複数のタスクを実行します。

使用可能なオプションは、選択した

デバイスによって異なります。

（注）

—

その他のデバイス固有の情報は、次のとおりです。

表 3 :デバイス 360°ビュー（Device 360° View）：タブの説明

説明タブ

ここでは、次の項目について説明します。

•重大度：アラームの重大度

•ステータス：アラームのステータス

•名前：デバイスの名前

•コンポーネント：アラームがあるコンポー
ネントの名前

•最終更新日：最後のアラーム生成のタイ
ムスタンプ

アラーム

インベントリの管理
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説明タブ

インターフェイス、音声インターフェイス、

ポートに関する詳細情報が含まれます（デバ

イスに該当する場合）。カードが特定のポー

トで再生されていることと、カードの機能を

指定します。インターフェイス、音声インター

フェイス、およびポートでは、次の情報を利

用できます。

•オペレーションのステータス（Oper
Status）：デバイスの動作状態

•管理ステータス（Admin Status）：イン
ターフェイスの管理ステータス

•名前：デバイスの説明

•アドレス：デバイスの物理アドレス

• Type：デバイスタイプ

インターフェイス

ここでは、次の項目について説明します。

•名前：音声またはサービスの説明

•バージョン：カードまたはサービスのバー
ジョン

•ステータス：カードまたはサービスのス
テータス

カード/サービス

—ポート

内容は次のとおりです。

•電源モジュール

•ファン

•温度センサー

•電圧センサー

環境

—デバイス固有の詳細

デバイスの [エンドポイント360°ビュー（Endpoint 360° View）]の [接続の詳細（Connectivity
Details）]タブの下の Cisco TelePresence TXの Differentiated Services Code Point（DSCP; DiffServ
コードポイント）値（10進形式とその意味の両方）を表示できます。
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を選択します。 [インベントリ管理（Inventory Management）][IPアドレス（IPAddress）]列を
クリックして、[エンドポイント360°ビュー（Endpoint 360° View）]を起動します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）][IPアドレス
（IP Address）]列をクリックして、[エンドポイント360°ビュー（Endpoint 360° View）]を起動
します。

Differentiated Services Code Point（DSCP; DiffServコードポイント）値の詳細については、RFC
2474を参照してください。

表示されるフィールドは、選択したデバイスによって異なります。（注）

上部にある [詳細情報（View More）]ボタンをクリックして、次の操作を行います。

• [デバイス360°ビュー（Device360°View）]ポップアップをウィンドウサイズで表示する。

• Cisco Unified Communicationのアプリケーションまたは固有のカウンタを選択することに
よって、パフォーマンスダッシュボードを作成できます。詳細については、「「カスタム

パフォーマンスダッシュボードの作成」」を参照してください。

メトリックグラフ

音声デバイス（電話を除く）とCTSのメトリックグラフを表示できます。これらのグラフは、
少なくとも1つのポーリングサイクルが終了している、管理状態のデバイスのみに表示されま
す。

デバイスが管理状態になった後、グラフが表示されるまで時間がかかります。これは、グラフ

のデータを取得するにはポーリングを完了する必要があるためです。

（注）

これらのグラフには、CPU、メモリ、ハードディスク使用率などの値が表示されます。最後の
1時間の最大値、最小値、および現在値（%またはバイト数（MB））を表示できます。メト
リックグラフの各棒は 4分間を表します。棒は 15本あり、各棒は 4分の値を表しています。
茶色の図は最小値を表し、青色の図は過去 1時間の最大値を表します。

[詳細を表示（SeeMore）]をクリックすると、一部のデバイスのパフォーマンスグラフが起動
します。

マルチポイントコントローラ（MCU）の場合、パフォーマンスグラフで、音声ポートとビデ
オポートの使用率の絶対値とパーセンテージが表示されます。これらのオプションはグラフの

右上あたりで選択できます。

TPサーバでは、パフォーマンスグラフを利用できます。絶対値とパーセンテージを確認でき
ます。
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メトリックグラフとパフォーマンスグラフが利用できるかどうかは、選択したデバイスによ

ります。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceのグローバル検索オプション
Cisco Prime Collaborationリリース 11.6および 12.1の場合

次の表では、Cisco Prime Collaboration Assuranceのグローバル検索オプションについて説明し
ます。
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表 4 : Cisco Prime Collaboration Assuranceのグローバル検索オプション

例外および使用できる

検索文字列

ストリングのフォー

マット例

変数検索

英数字、ダッシュ、ピ

リオド、アンダースコ

アを使用します。

10002|1000*| 100*| 1*|
*0002

DNエンドポイント

英数字、ダッシュ、ピ

リオド、アンダースコ

アを使用します。特殊

文字 %は結果を取得
しません。

アンパサンド（&）と
スペースは使用できま

せん。

10.64.101.162 |
10.64.101.* | *

10.78.22.77| . |
10.78.22.*| 10.78.*.*|

10.*.*.*| *.

IP

ダッシュ、ピリオド、

アンダースコアは使用

できません。英数字と

空白スペースは使用で

きます。

グローバル

検索オプ

ションで

MACアドレ
スを使用し

て電話機を

検索する場

合、コロ

ン、ハイフ

ン、ドット

は使用しな

いでくださ

い。

（注）

00260bd75cf8|
00260bd75cf*|
00260bd*| 0*| 00*

MAC

-San Joseエンドポイント名
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例外および使用できる

検索文字列

ストリングのフォー

マット例

変数検索

英数字、ダッシュ、ピ

リオド、アンダースコ

ア、スペースを使用し

ます。

10.78.22.129|

10.78.22.*| 10.*

IPデバイス

ドメイン名が解決可能

でない場合は、IPアド
レスが検索結果に表示

されます。

cussmtest-15.cisco.comDNS

英数字、ダッシュ、ア

ンダースコア、空白ス

ペースは使用できませ

ん。

HS

John
名

または

姓

または

ユーザ名

ユーザ

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6および 12.1の場合

検索結果

検索結果検索パラメータ

エンドポイント名、ディレクトリ番号、IPアドレス、IPv6アドレス、
MACアドレス、モデル、クラスタ名、ソフトウェアバージョン、登録
ステータス、ステータス理由が表示されます。エンドポイント検索を

実行すると、すべての電話機と Cisco TelePresenceエンドポイントが検
索されます。

IPアドレスの横にあるアイコンをクリックすると、エンドポイントの
[エンドポイント 360ビュー（Endpoint 360 View）]が起動します。

エンドポイント

名前、IPアドレス、ステータス、デバイスタイプが表示されます。デ
バイス検索を実行すると、すべての電話機と Cisco TelePresenceエンド
ポイントが検索されます。

デバイス名の横にあるアイコンをクリックすると、デバイスの [エンド
ポイント 360ビュー（Endpoint 360 View）]が起動します。

表示される情報は、検索したデバイスによって異なります。（注）

デバイス

名、姓、ユーザ名が表示されます。デバイス名の横にあるアイコンを

クリックすると、ユーザの [ユーザ 360°ビュー（User 360° View）]が
起動します。

ユーザ

インベントリの管理

16

インベントリの管理

Cisco Prime Collaboration Assuranceのグローバル検索オプション



Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、検索したデバイスが属す
る顧客を参照することもできます。デバイスが複数の顧客に属する場合は、そのデバイスが属

するすべての顧客が表示されます。デバイスが顧客に関連付けられていない、またはすべての

顧客に関連付けられている場合、そのデバイスはデフォルトの顧客ドメイン、つまりすべての

顧客に含まれていますが、検索結果の顧客の詳細では空白が表示されます。顧客名をクリック

すると、その顧客でフィルタリングしたホームページを起動できます。

ユースケースの検索

次のユースケースに基づき、検索を実行できます。

表 5 :ユースケースの検索

実行/使用検索：

画面の右上にある [グローバル顧客の選択]ドロッ
プダウンリストから顧客を選択して、次に [デバ
イスの検索（Device Search）]を選択し、検索文
字列を入力します *。

特定の顧客に属するすべてのデバイスで

す。

エンドポイント検索Cisco Jabber

エンドポイント検索E20

デバイスの検索インフラストラクチャデバイス

デバイスの検索：とえば、10などの文字列で検
索するとします。*

部分的な IPアドレスを持つデバイスの IP
アドレスです。

画面の右上にある [グローバル顧客の選択]ドロッ
プダウンリストから顧客を選択して、次に [ユー
ザの検索（User Search）]を選択し、検索文字列
を入力します *。

特定の顧客に関連付けられているすべての

ユーザの一覧です。

インベントリの概要

[インベントリの概要（Inventory Summary）]には、デバイスの数がデバイスの状態に基づいて
表示されます。[合計（Total）]列には、特定の状態にあるデバイスの合計数が表示されます。
デバイス数からは、[インベントリ管理（InventoryManagement）]の [インベントリ（Inventory）]
テーブルをクロス起動できます。デバイス数をクリックすると [インベントリ（Inventory）]
テーブルが表示され、その特定の状態にあるすべてのデバイスを確認できます。

[インベントリの概要（Assurance Inventory Summary）]は、ユーザインターフェイスブラウザ
の下部にスライダとして用意されています。下へスクロールすると詳細を表示できます。[イ
ンベントリの概要（Assurance Inventory Summary）]のデータは、30秒ごとに更新されます。

インベントリの管理
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表 6 : [インベントリの概要（Inventory Summary）] -フィールドの説明

説明フィールド

不明なエンドポイントの合計数。この数をク

リックすると、[エンドポイントの診断
（Endpoint Diagnostics）]ページで、不明なエ
ンドポイントのフィルタ処理されたリストを

開くことができます。

不明なエンドポイント

管理対象状態にあるものの、一部のクレデン

シャルが不足しているデバイスの数。これら

のクレデンシャルは、インベントリの管理に

は必須ではありませんが、トラブルシューティ

ングなど、他のあらゆる機能を正しく実行す

るために必要となります。対応する数をクリッ

クすると、インベントリテーブルをクロス起

動して、管理対象でありながらクレデンシャ

ルが不足しているすべてのデバイスの一覧を

確認できます。この数は、クレデンシャルの

追加後に再検出を実行した場合にのみ更新さ

れます。

Partially Managed

[合計数（Total Count）]列には、[インフラストラクチャデバイス（Infrastructure Devices）]、
[エンドポイント（TelePresence Endpoints）]列をデバイスの状態ごとに合計した値が含まれま
すが、[合計数（Total Count）]列のデバイス数には多少の不整合が生じることがあります。こ
のような差異は、インベントリから不明な状態のデバイスタイプが計算に含められた場合に発

生します。

（注）

デバイスステータスの概要

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[デバイスステータスの概要（Device Status）]には、デバイスの数がデバイスの状態に基づい
て表示されます。電話機や不明なデバイスはカウント数に含まれません。デバイスのカウント

は、[インベントリ管理（Inventory Management）]の [インベントリ（Inventory）]テーブルに
対するクロス起動として使用できます。デバイス数をクリックすると[インベントリ（Inventory）]
テーブルが表示され、その特定の状態にあるすべてのデバイスを確認できます。カウントは、

顧客/Assuranceドメインに基づいて絞り込むことができます。

[デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]は以下で使用できます。 [インベント
リ（Inventory）] > [デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]。[デバイス
（Devices）]列には、特定の状態にあるデバイスの合計数が表示されます。[ステータス
（Status）]列には、デバイスのステータスが表示されます。[ディスカバリジョブ（Discovery
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Jobs）]をクリックすると [ジョブの管理（Job Management）]ページに移動し、ディスカバリ
ジョブのステータスが表示されます。

次のデバイスステータスが表示されます。ステータスの詳細については、『Cisco Prime

Collaboration Assuranceガイド- Advanced』の「「ディスカバリライフサイクル」」セクショ
ンを参照してください。

•管理対象（Managed）

• Partially Managed

• Inaccessible

• Unreachable

• Suspended

• Unsupported

• Undiscoverable

[PartiallyManaged]、[Inaccessible]、[Undiscoverable]状態にマウスを合わせると、説明を含むツー
ルチップを表示できます。

[インベントリの概要（Inventory Summary）]の横にあるグローバルサマリーバーには、
[Unmanaged]デバイスの数が表示されます。数をクリックすると、[デバイスステータスの概
要（Device Status Summary）]ページに移動します。

表 7 :デバイスステータスの概要 -フィールドの説明

説明フィールド

デバイスの検出ステータスを表示します。デバイスの検出ステータス

検出が実行されているデバイス数を表示しま

す。検出が行われていない場合、進行中のデ

バイス検出 <カウント>は表示されません。

進行中のデバイス検出 <カウント>

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

[デバイスステータスの概要（Device Status）]には、デバイスの数がデバイスの状態に基づい
て表示されます。この表で示されたとおり、デバイスにはインフラストラクチャコンポーネン

トやビデオ/TelePresenceのエンドポイントが含まれています。電話機はカウントされません
（DXシリーズを含みます）。数をクリックすると、[インベントリ管理（Inventory
Management）]ページのインベントリテーブルに移動し、特定の状態にあるすべてのデバイ
スが表示されます。カウントは、顧客/Assuranceドメインに基づいて絞り込むことができます。

[デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]を利用するには、[インベントリ
（Inventory）] > [デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]の順に選択します。
[デバイス（Devices）]列には、特定の状態にあるデバイスの合計数が表示されます。[ステー
タス（Status）]列には、デバイスのステータスが表示されます。
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[ディスカバリジョブ（Discovery Jobs）]をクリックすると [ジョブの管理（Job Management）]
ページに移動し、ディスカバリジョブのステータスが表示されます。

次のデバイスステータスが表示されます。ステータスの詳細については、『Cisco Prime
Collaboration Assuranceガイド- Advanced』の「ディスカバリライフサイクル」セクションを
参照してください。

デバイスステータスの概要データは、[Managed]と [Unmanaged]の 2つのカテゴリに分類され
ます。

• [Managed]カテゴリは、次のとおりです。

• Discovered Successfully

• Partially Managed

• [Unmanaged]カテゴリは、次のとおりです。

• Inaccessible

• Unreachable

• Suspended

• Unsupported

• Undiscoverable

• Unknown

[PartiallyManaged]、[Inaccessible]、[Unreachable]、[Undiscoverable]状態にマウスを合わせると、
説明を含むツールチップを表示できます。

両方のカテゴリ（[Managed]と [Unmanaged]）の数は、それぞれのカテゴリの合計デバイス数
と一致する必要があります。

[インベントリの概要（Inventory Summary）]の横にあるグローバルサマリーバーには、
[Unmanaged]デバイスの数が表示されます。この数は、[デバイスステータス（Device Status）]
テーブル内の [Unmanaged]デバイスの数と一致する必要があります。数をクリックすると、[
デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]ページに移動します。

表 8 :デバイスステータスの概要 -フィールドの説明

説明フィールド

デバイスの検出ステータスを表示します。デバイスの検出ステータス

検出が実行されているデバイス数を表示しま

す。検出が行われていない場合、進行中のデ

バイス検出 <カウント>は表示されません。

進行中のデバイス検出 <カウント>
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トラブルシューティング

問題：CUCMの再検出によりCisco Prime Collaboration Assuranceインベントリから Pubが消滅
します。これは、CUCM上で共存する ELM/PLM設定が原因です。Cisco Prime Collaboration
Assuranceは大文字と小文字を区別するため、ELM/PLM設定は CUCMのホスト名と一致する
必要があります。

たとえば、CUCM上で共存するELM/PLM設定のホスト名が lax-ccm-px.apl.comであり、CUCM
のホスト名が LAX-CCM-PX.apl.comである場合、CUCM Pubの再検出を実行すると、CUCM
Pubはインベントリから消滅するか、削除されます。

推奨アクション：Cisco PrimeCollaborationAssuranceの /etc/hostsファイルを変更し、CUCMPub
を再検出します。次に示されたとおり、ホストファイルにエントリを追加します。

LAX-CCM-PX.apl.com10.8.2.20

インベントリステータスのエラーメッセージ

クレデンシャル検証のエラーメッセージを次の表に示します。

表 9 :クレデンシャル検証のエラーメッセージ

解決策状態エラーメッセージ

•デバイスで SNMPサービ
スが有効かどうか確認す

る

•クレデンシャルプロファ
イルで、デバイスの

SNMPクレデンシャルを
確認して再入力します。

•ファイアウォールの設定
によってポートがブロッ

クされていることを確認

し、適切なポートを使用

してポートのブロックを

解除します。必要なポー

トの詳細については、

「Prime Collaborationに必
要なポート」を参照して

ください。

次のいずれかの原因により

失敗します。

•デバイスで SNMPサー
ビスが有効である

• SNMPクレデンシャル
が一致しません。

•ファイアウォールの設
定によってポートがブ

ロックされています。

SNMP_ERROR

再検出を実行します。問題が

解決しない場合は、TACに連
絡してサポートを受けてくだ

さい。

デバイスの検出中にエラー

が発生します。

UNKNOWN_ERROR
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解決策状態エラーメッセージ

SNMP/HTTP(S)の応答時間を
確認し、再検出を実行します。

問題が解決しない場合は、TAC
に連絡してサポートを受けて

ください。

デバイスの応答時間が予想

よりも長い場合は、ネット

ワーク遅延が発生している

可能性があります。

INSUFFICIENT_INV_COLLECTION

•クレデンシャルプロファ
イルで、デバイスのHTTP
クレデンシャルを確認し

て再入力します。

•ファイアウォールの設定
によってポートがブロッ

クされていることを確認

し、適切なポートを使用

してポートのブロックを

解除します。必要なポー

トの詳細については、

「Prime Collaborationに必
要なポート」を参照して

ください。

HTTPアクセスに失敗しま
す。次のいずれかの原因に

より失敗します。

• HTTP(S)クレデンシャ
ルが一致しない

•ファイアウォールの設
定によってポートがブ

ロックされています。

HTTP_ERROR
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解決策状態エラーメッセージ

•クレデンシャルプロファ
イルで、デバイスのJTAPI
クレデンシャルを確認し

て再入力します。

パスワードには

セミコロン（;）
や等号（=）を
使用しないでく

ださい。

（注）

•ファイアウォールの設定
によってポートがブロッ

クされていることを確認

し、適切なポートを使用

してポートのブロックを

解除します。必要なポー

トの詳細については、

「Prime Collaborationに必
要なポート」を参照して

ください。

• JTAPIユーザが Cisco
Unified CMで設定されて
いるかどうか確認しま

す。JTAPIを有効にするた
めの詳細については、

「Prime Collaboration
Assurance用にデバイスを
設定」を参照してくださ

い。

JTAPIアクセスに失敗します
ファイアウォールの設定に

よってポートがブロックさ

れています。

JTAPI_ERROR

サポートされているデバイス

を「Cisco Prime Collaboration
Assuranceでサポートされてい
るデバイス」で確認します。

デバイスがサポートされて

いません。

aUNSUPPORTED_DEVICE

再検出を実行します。問題が

解決しない場合は、TACに連
絡してサポートを受けてくだ

さい。

エラーが続きます。UNDISCOVERABLE
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解決策状態エラーメッセージ

再検出を実行します。問題が

解決しない場合は、TACに連
絡してサポートを受けてくだ

さい。

エラーが続きます。DISCOVERY_FAIL_TOO_MANY_DB_CONNECTIONS

デバイス固有のインベントリ詳細
次の表に、追加のインベントリの詳細を説明するフィールドの説明を示します。

•表 10 : Cisco Codec、MX, E20、MXP

•表 11 : Cisco TelePresence Movi

•表 12 : Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズ

•表 13 : CTMS

•表 14 : Cisco TMS

•表 15 : Cisco Unified CM

•表 16 : Cisco MCUおよびMSE

•表 17 : Cisco VCS

•表 18 : Cisco TelePresence Conductor
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表 10 : Cisco Codec、MX, E20、MXP

説明フィールド

識別を容易にするために

エンドポイントに割り当

てられた名前。

エンドポイント名TelePresence Endpoint

（選択したエンドポイン

トタイプの CTS、Cisco
Codec、MX、E20、MXP、
に基づいてデータが表示

されます）

エンドポイントで定義さ

れている IP電話の詳細で
す。

電話番号

コールコントローラ

エンドポイントが登録さ

れている、

Cisco Unified CMサーバの
ホスト名または IPアドレ
スです。

CUCMアドレス

Cisco Unified CMサーバが
登録されている

Cisco Unified CMクラスタ
の IDです。

CUCMクラスタ ID

エンドポイントが登録さ

れている VCSサーバのホ
スト名または IPアドレス
です。

VCSアドレス

VCSサーバが登録されて
いる VCSクラスタの ID
です。

VCSクラスタ ID

コールプロセッサ

（Cisco Unified CMまたは
VCS）でのエンドポイン
トの登録ステータスです。

Cisco Unified CMまたは
VCSが管理対象ではない
場合は、表示される情報

は [N/A]です。

登録ステータス

Cisco Codecデバイスで設
定されている H.323 IDで
す。

H323 ID

E164 No

インベントリの管理

25

インベントリの管理

デバイス固有のインベントリ詳細



説明フィールド

Cisco Codecデバイスで設
定されているE164番号で
す。

Cisco Codecデバイスが登
録されているゲートキー

パーのネットワークアド

レスです。

H323ゲートキーパーアド
レス

Cisco Codecデバイスで登
録されている SIP URIで
す。

SIP URI

Cisco Codecデバイスで手
動設定されている SIPプ
ロキシアドレスです。

SIPプロキシアドレス

アプリケーションマネージャ

Cisco Codecデバイスが統
合されているアプリケー

ションマネージャのホス

ト名または IPアドレスで
す。

TMS

スイッチの詳細

エンドポイントが接続さ

れているスイッチの詳細

です。

スイッチに接続済み

エンドポイントが接続さ

れているスイッチポート

の詳細です。

接続済みポート

名前周辺機器

インベントリの管理
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説明フィールド

アップリン

ク、電話

機、カメ

ラ、ディス

プレイ、

タッチス

クリーン

モニタ、マ

イクなどの

ペリフェラ

ルのタイ

プ。

マイクの front_centerな
ど、周辺機器の位置です。

位置

周辺機器のMACアドレス
です。

MACアドレス

ペリフェラルで実行され

ているソフトウェアバー

ジョンです。

ソフトウェアバージョン

周辺機器のモデルです。モデル

周辺機器のシリアル番号

です。

シリアル

周辺機器の製造元の詳細

です。

製造元

周辺機器のファームウェ

アバージョンです。

ファームウェアバージョ

ン

周辺機器のハードウェア

バージョンです。

ハードウェアバージョン

周辺機器で実行されてい

るMidletバージョンで
す。

Midletバージョン

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco TelePresence 150 MXPのペリフェラルの詳細をサ
ポートしていません。

（注）
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表 11 : Cisco TelePresence Movi

説明フィールド

識別を容易にするためにエン

ドポイントに割り当てられた

名前。

エンドポイント名Movi

Cisco TelePresenceMoviエンド
ポイントで登録されているSIP
URIです。

SIP URI

エンドポイントが登録されて

いるVCSのホスト名または IP
アドレスです。

VCSアドレス

VCSが登録されているVCSク
ラスタの IDです。

VCSクラスタ ID

インベントリの管理
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表 12 : Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズ

説明フィールド

識別を容易にするためにエン

ドポイントに割り当てられた

名前。

エンドポイント名CUCMエンドポイント

CP-8945や CP-9971などのエ
ンドポイントのモデルです。

モデル

エンドポイントで定義されて

いる IP電話の詳細です。
電話番号

エンドポイントのシリアル番

号です。

シリアル番号

コールプロセッサで定義され

ているエンドポイントの説明

です。

説明

コールコントローラ

エンドポイントが登録されて

いる、CiscoUnifiedCMサーバ
のホスト名または IPアドレス
です。

CUCMアドレス

CiscoUnifiedCMサーバが登録
されている Cisco Unified CM
クラスタの IDです。

CUCMクラスタ ID

コールプロセッサ（Cisco
Unified CM）でのエンドポイ
ントの登録ステータスです。

CiscoUnifiedCMが管理対象で
はない場合は、表示される情

報は [N/A]です。

登録ステータス

スイッチの詳細

エンドポイントが接続されて

いるスイッチの詳細です。

スイッチに接続済み

エンドポイントが接続されて

いるスイッチポートの詳細で

す。

接続済みポート

インベントリの管理
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説明フィールド

接続や未接続などのWi-Fi接
続のステータスを表示しま

す。

ステータス

Wi-Fiネットワークを使用して
接続する際に、エンドポイン

トの管理に使用する IPアドレ
スです。

IPアドレス

エンドポイントが接続されて

いるデフォルトルータの IPア
ドレスです。

デフォルトルータ

エンドポイントが接続されて

いるアクセスポイントの名前

です。

アクセスポイント名

イーサネットの詳細

接続や未接続などのイーサ

ネット接続のステータスを表

示します。

ステータス

イーサネットを使用して接続

する際に、エンドポイントの

管理に使用する IPアドレスで
す。

IPアドレス

Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズの検出には、HTTPインターフェイスを有効に
する必要があります。HTTPインターフェイスが有効になっていない場合は、これらのデバイ
スはインベントリテーブルに表示されません。

（注）
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表 13 : CTMS

説明フィールド

マルチポイントスイッチで設

定されたタイムゾーンです。

タイムゾーンマルチポイントスイッチ

—SKU

マルチポイントスイッチが実

行されているメディアコン

バージェンスサーバの型番で

す。

ハードウェアモデル

管理ソフトウェアが現在イン

ストールしているマルチポイ

ントスイッチのバージョン。

ソフトウェアバージョン

オペレーティングシステムの

バージョンです。

OSバージョン

マルチポイントスイッチに設

定されているホスト名。

ホスト名

マルチポイントスイッチの管

理に使用される IPアドレスで
す。

IPアドレス

IPアドレスで使用されるサブ
ネットマスクです。

サブネットマスク

マルチポイントスイッチソフ

トウェアが実行されているメ

ディアコンバージェンスサー

バのMACアドレスです。この
MACアドレスは、イーサネッ
トインターフェイス 0（eth0
ネットワークインターフェイ

スカード（NIC））に属しま
す。フェールオーバーでは、

このMACアドレスは、別の
イーサネットインターフェイ

スがアクティブになっても保

持されます。

MACアドレス

スイッチの詳細

スイッチに接続済み

インベントリの管理
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説明フィールド

マルチポイントスイッチが接

続されるスイッチの詳細で

す。

マルチポイントスイッチが接

続されるスイッチポートの詳

細です。

接続済みポート

緊急会議で使用可能なセグメ

ントの最大数です。最大値は

48です。

アドホックセグメント

このマルチポイントスイッチ

が処理できるセグメント

（個々のビデオディスプレ

イ）の合計数です。最大値は

48です。

最大セグメント

スケジュール済み会議で常に

使用できるセグメントの数。

マルチポイントスイッチは、

定義された最大セグメント数

から、定義されたアドホック

セグメントの数を引くことに

より、この値を自動的に導出

します。

スケジュール設定可能
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表 14 : Cisco TMS

説明フィールド

—SKUアプリケーションマネージャ

アプリケーションマネージャ

が実行されているサーバの型

番です。

ハードウェアモデル

現在インストールされている

管理ソフトウェアのバージョ

ンです。

ソフトウェアバージョン

オペレーティングシステムの

バージョンです。

OSバージョン

アプリケーションマネージャ

に設定されているホスト名。

ホスト名

アプリケーションマネージャ

の管理に使用される IPアドレ
ス。

IPアドレス

IPアドレスで使用されるサブ
ネットマスクです。

サブネットマスク

アプリケーションマネージャ

に提供されるMACアドレス番
号です。

MACアドレス

インベントリの管理
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説明フィールド

システムの接続（この表の後

の注を参照）
Exchangeサーバが実行してい
るか、ダウン状態かを示しま

す。

ステータス

Exchangeサーバに割り当てら
れる IPアドレスです。

IPアドレス

Exchangeサーバに現在インス
トールされているソフトウェ

アのバージョン。

ソフトウェアバージョン

LDAPサーバが実行している
か、ダウン状態かを示しま

す。

ステータス

LDAPサーバに割り当てられ
る IPアドレス。

IPアドレス

LDAPサーバに現在インストー
ルされているソフトウェアの

バージョンです。

ソフトウェアバージョン

表 15 : Cisco Unified CM

説明フィールド

クラスタの一意の IDを提供す
るパラメータです。このパラ

メータは、コール詳細レコー

ド（CDR）で使用されるた
め、複数のクラスタからの

CDRレコード収集はソースに
対して追跡できます。デフォ

ルトは StandAloneClusterで
す。

クラスタ ID[コールプロセッサ（Call
Processor）]

クラスタパブリッシャに設定

されているホスト名です。

パブリッシャホスト名

コールプロセッサに登録され

ているエンドポイントの数で

す。

登録済み CTSエンドポイント

エンドポイントの合計数で

す。

合計 CTSエンドポイント

インベントリの管理
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表 16 : Cisco MCUおよびMSE

説明フィールド

マルチポイントスイッチが実

行されているメディアコン

バージェンスサーバの型番で

す。

ハードウェアモデルMCUまたはMSEの詳細

（選択した会議デバイスが

MCUかMSEかに基づいて
データが表示されます）

マルチポイントコントロール

ユニット（MCU）のシリアル
番号です。

シリアル番号

管理ソフトウェアが現在イン

ストールしているマルチポイ

ントスイッチのバージョン。

ソフトウェアバージョン

MCUまたはデバイスのタイプ
です。

MCUタイプ/デバイスタイプ

インストールされたソフト

ウェアのビルドバージョンで

す。

ビルドバージョン

製造元の名前です。メーカー

デバイスに設定されたホスト

名（MCUまたはMedia Service
Engine）。

ホスト名

MCUまたはMSE Webユーザ
インターフェイスへのアクセ

スに使用するMCUまたは
Media Service Engine（MSE）
ネットワークインターフェイ

スのローカル IPアドレス。

IPアドレス

IPアドレスで使用されるサブ
ネットマスクです。

サブネットマスク

イーサネットポートの固定

ハードウェアMACアドレスで
す。

MACアドレス

MCUまたはMSEが接続され
ているルータの IPアドレスで
す。

ルータに接続済み

クラスタタイプ
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説明フィールド

クラスタがマスターかスレー

ブかを示します。クラスタが

設定されている場合は、[未設
定（Not Configured）]が表示
されます。

MCUで設定されているビデオ
ポートの数です。（MCUデバ
イスに対してのみ表示される

データ）

ビデオポートの合計数

MCUで設定されている音声
ポートの数です。（MCUデバ
イスに対してのみ表示される

データ）

音声ポートの合計数

SIP（MCUデバイスに対してのみ表示されるデータ）

SIPの登録がイネーブルかディ
セーブルかを示します。

ステータス

SIPプロキシのネットワーク
アドレス。

プロキシ

MCUが登録されている SIPレ
ジストラのネットワークアド

レス。

ドメイン

H.323（MCUデバイスに対してのみ表示されるデータ）

H.323ゲートキーパーの登録が
イネーブルかディセーブルか

を示します。

ステータス

H.323ゲートキーパーへの登録
時にMCUで使用される IDで
す。

ゲートキーパー ID

MCUが登録されているゲート
キーパーのネットワークアド

レスです。

ゲートキーパーアドレス
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説明フィールド

ブレードのタイプです。タイプMSEブレード

（MSEに対してのみ表示され
るデータ）

スロット番号スロット 1は
MSEスーパーバイザです。ス
ロット 2-10はブレードです。

スロット

使用されているソフトウェア

のバージョンです。

ソフトウェアバージョン

ブレードのステータスで、OK
または空です。

ステータス

Port Aの IPアドレスです。Port A IPアドレス

Port Bの IPアドレスです。Port B IPアドレス

表 17 : Cisco VCS

説明フィールド

別のVCSのクラスタを識別す
るために使用するクラスタ名

です。

クラスタ ID[コールプロセッサ（Call
Processor）]

クラスタマスターとして設定

されたVCSピアの名前です。
Master

VCSに登録されているエンド
ポイントの数です。

登録済みのエンドポイント

クラスタ内で設定されている

VCSピアの数です。
ピア
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説明フィールド

VCSで設定されたタイムゾー
ンです。

タイムゾーンVCS Configuration

VCSで利用可能なトラバーサ
ルコールライセンスの数で

す。

Maximum Traversal Calls

VCSで利用可能な非トラバー
サルコールライセンスの数で

す。

Maximum Non-Traversal Calls

VCSに登録可能なエンドポイ
ントの数です。

Maximum Registrations

VCS Expresswayが設定されて
いるかどうかを示します。

Expressway

H.323システムからSIPシステ
ムへ接続できるようにVCSが
設定されているかどうかを示

します。

Interworking

ソフトウェアビルドでAES暗
号化を使用できるかどうかを

示します。

暗号化

FindMeが有効または無効のど
ちらになっているかを示しま

す。

Find Me

VCSでプロビジョニングサー
バがイネーブルかどうかを示

します。

デバイスプロビジョニング

VCS Expressway上で LAN 2イ
ンターフェイスがイネーブル

かどうかを示します。

Dual Network Interface

Starter Packオプションキーが
インストールされているかど

うかを示します。

Starter Pack

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco VCSアプリケーションとアプライアンスの両方を
管理します。

（注）
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表 18 : Cisco TelePresence Conductor

説明フィールド

コンダクタに設定されたホス

ト名です。

名前TelePresence Conductor

コンダクタの IPアドレスで
す。

IPアドレス

現在インストールされている

ソフトウェアのバージョン

ソフトウェアバージョン

クラスタマスターとして設定

されたコンダクタピアの名

前。

Cluster Master

クラスタ内で設定されている

コンダクタピアの数。

Cluster Peers

コンダクタに登録されている

MCUの数。
Total Registered MCUs

コンダクタ上のソフトウェア

の ID。
ソフトウェア ID

コンダクタハードウェアのシ

リアル番号。

ハードウェアのシリアル番号
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説明フィールド

コンダクタに登録されている

MCUの名前。
名前Registered MCUs

コンダクタに登録されている

MCUの IPアドレスです。
IPアドレス

コネクタに登録されている

MCUのタイプです。
タイプ

MCUクライアントが属する
MCUプール。

Pool

リストされたMCUはコンダク
タでは使用されません。

Blacklisted

そのMCUがコンダクタで使用
されない理由。

Blacklisted Reason

メディアロードが割り当てら

れた、使用中、および使用可

能な最大ロード。

Media Load: Allocated/In Use/
Max Available

シグナルロードが割り当てら

れた、使用中、および使用可

能な最大ロード。

Signalled Load: Allocated/In Use/
Max Available

Cisco TelePresence Conductorが制御するMCUのカスケードのみがサポートされます。（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

次のデバイスはサポートされていません。

• Cisco TelePresence Multipoint Switch (CTMS)

• Cisco TelePresence-Manager (CTS-MAN)

（注）

インベントリ詳細の更新と収集
インベントリの詳細を更新および収集する方法は、音声、ビデオ、またはその両方で導入され

たネットワークの種類によって異なります。また、指定されたポイントで収集するデータに
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よっても異なります。次の表には、ネットワークに基づきインベントリを更新するタイミング

の推奨事項が示されています。

表 19 :インベントリの更新に関する推奨事項

タスク説明

インベントリの更新を実行します（[デバイス
インベントリ（Device Inventory）] > [インベ
ントリ管理（Inventory Management）] > [現
在のインベントリ（Current Inventory）]。詳
細については、インベントリの更新を参照し

てください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベン
トリ管理（Inventory Management）] > [イン
ベントリの更新（Update Inventory）]

ネットワークに音声とビデオの両方のエンド

ポイントが導入されている場合に、両方のデー

タを収集します。

インベントリの更新を実行します（[デバイス
インベントリ（Device Inventory）] > [インベ
ントリ管理（Inventory Management）] > [イ
ンベントリの更新（Update Inventory）]。詳
細については、インベントリの更新を参照し

てください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベン
トリ管理（Inventory Management）] > [イン
ベントリの更新（Update Inventory）]

音声とビデオの両方のエンドポイントがネッ

トワークに導入されており、ビデオのエンド

ポイントのみでデータを収集します。

を実行します（を選択します）。保証管理

（Assurance Administration）。詳細について
は、インベントリ詳細の収集を参照してくだ

さい。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択アラーム &レポート管理。

音声とビデオの両方のエンドポイントがネッ

トワークに導入されており、音声のエンドポ

イントのみでデータを収集します。
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タスク説明

クラスタデータの検出を実行します（を選択

します）。保証管理（Assurance
Administration）。詳細については、インベン
トリ詳細の収集を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択アラーム &レポート管理。

音声ネットワークのみを使用している場合

インベントリの更新を実行します（[デバイス
インベントリ（Device Inventory）] > [インベ
ントリ管理（Inventory Management）] > [イ
ンベントリの更新（Update Inventory）]。詳
細については、インベントリの更新を参照し

てください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

選択 [インベントリ（Inventory）] > [インベン
トリ管理（Inventory Management）] > [イン
ベントリの更新（Update Inventory）]

ビデオネットワークのみを使用している場合

インベントリの更新

Update Inventoryタスクを使用すると、Cisco Prime Collaboration Assuranceのインベントリデー
タベースをネットワークに同期することができます。このタスクでは、アクセシビリティの検

証が実行されません（「Update Inventoryのライフサイクル」の図を参照）。

次の場合に Update Inventoryタスクを実行します。

•ネットワークで管理されているすべてのデバイスのデータベースを同期する必要がある場
合。ただし、デバイスステータス基準に基づいて、特定のデバイスの詳細な構成を更新す

ることができます。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースを最新の状態に保つために、定期的な
Update Inventoryジョブを定義する必要がある場合。

•ネットワークデバイスのインターフェイスに変更がある場合。

ネットワークに追加された新しいデバイスは特定されません。（注）
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図 1 : Update Inventoryのライフサイクル

Cisco Prime Collaboration Assuranceデータベースを最新の状態に保つために、定期的な Update
Inventoryを定義することを推奨します。

インベントリを更新するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 インベントリ管理ページで、[インベントリの更新(Update Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 デバイスのステータスに基づいてインベントリを更新する場合は、[インベントリの更新（UpdateInventory）]
ウィンドウの [デバイスの条件に基づいてデバイスを更新する（Update devices based on device criteria）]
チェックボックスをオンにし、ドロップダウンリストから必要なデバイスの条件を選択します。

デバイスのステータスに基づいてインベントリを更新するように選択した場合、アクセシビリティ情報の

チェックが実行されます。この選択を行わない場合、管理状態のすべてのデバイスでインベントリが更新

されます。デバイスのアクセシビリティはチェックされません。

定期的なインベントリ更新ジョブのスケジュールを設定するには、ステップ 4を追加で実施します。ジョ
ブをただちに実行するには、ステップ 5に進みます。

ステップ 4 ジョブ名とスケジュールの詳細を入力します。フィールドの説明については、「ジョブスケジュール -
フィールドの説明」を参照してください。

ステップ 5 [今すぐ実行（Run Now）]をクリックしてインベントリ更新ジョブをすぐに実行するか、[スケジュール
（Schedule）]をクリックして定期的なインベントリ更新ジョブをスケジュールします。

ステップ 6 ジョブのステータスを確認するには、次のいずれかを実行します。

• [今すぐ実行（Run Now）]をクリックする場合は、表示される進行状況ウィンドウで進捗状況の詳細
をクリックします

• [] [インベントリ管理（Inventory Management）]ページの [検出ジョブ（Discovery Jobs）]ボタンをク
リックします。
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ジョブスケジュール -フィールドの説明

表 20 :ジョブスケジュール -フィールドの説明

説明フィールド

[開始時刻（Start Time）]を選択して、開始の
日時を yyyy/MM/ddおよび hh:mm AM/PMの形
式で入力します。あるいは、日付ピッカーを

クリックして、カレンダーから開始の日時を

選択します。表示される時刻は、クライアン

トのブラウザの時刻です。スケジューリング

された定期的ジョブは、この指定時刻に実行

されます。

Start Time

[なし（None）]、[毎時（Hourly）]、[毎日
（Daily）]、[毎週（Weekly）]、[毎月
（Monthly）]のいずれかを選択し、ジョブの
期間を指定します。

繰り返し

ジョブ期間の詳細です。設定

終了日時を指定する必要がない場合は、[終了
日時なし（No End Date/Time）]をクリックし
ます。終了日時を yyyy/MM/ddと hh:mm AM/PM
の形式で入力するには、[終了（Endat）]をク
リックします。

終了時刻

インベントリ詳細の収集

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、管理対象デバイスに登録されたデバイスと電話に関す
るデータを収集および更新することによって、管理対象デバイスのオンデマンドインベントリ

更新をサポートします。

電話、XML電話、クラスタのすべての追加、削除、および変更は、インベントリに反映され
ます。電話機とクラスタには、個別のインベントリ収集スケジュールがあります。クラスタ検

出の詳細については、「クラスタデータ検出の設定」を参照してください。

追加のスケジュールは作成できません。編集できるのは、既存のスケジュールのみです。電話

機の場合は、複数のインベントリ収集スケジュールを作成できます。

Cisco Unified CMクラスタの定期的な検出のみをスケジュールできます。他のクラスタに登録
された電話は検出されません。詳細については、「クラスタデータ検出の設定」を参照してく

ださい。

（注）
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Cisco Prime Collaboration Assuranceによって電話やCisco Unified CMクラスタのインベントリ収
集が実行されるときに、これらの電話やクラスタはさまざまなデバイス状態を経て Cisco
Prime Collaboration Assuranceによって完全に認識されます（詳細については、「デバイスの状
態」を参照してください）。

インベントリ収集で管理される電話機およびクラスタに関する情報を収集する頻度を指定でき

ます。インベントリ収集のスケジュールを設定するには、を選択します。保証管理（Assurance
Administration）。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[インベントリ収集（Inventory Collection）]をスケジュールするには、[アラームとレポートの
管理（Alarm & Report Administration）]を選択します。

インベントリ収集タスクの概要については、次の表を参照してください。

表 21 :インベントリ収集タスクの概要

説明タスク

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

[インベントリ（Inventory）] > [クラスタデータ検出のス
ケジュール（Cluster Data Discovery Schedule）]クラスタ
デバイス検出スケジュールを追加、編集、または削除する

には(詳細については、クラスタデバイスの検出をスケ
ジュールを参照してください）

クラスタデバイスのインベント

リ収集のスケジュール設定

管理対象デバイスの一時停止と再開
管理対象状態のデバイスを一時停止できます。デバイスを一時停止状態に入った後は、Cisco
Prime Collaboration Assuranceによってこのデバイスが監視されることはありません。つまり、
会議、エンドポイント、およびインベントリの詳細は更新されず、このデバイスに対するア

ラームはトリガーされません。

次に、一時停止状態のデバイスの動作を示します。

•デバイスが一時停止状態の場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってデバイスは
ポーリングされません。

•一時停止中のエンドポイントが新しい会議に参加すると、そのエンドポイントは、[会議
（Conference）] [トポロジ（Topology）]ペインに [不明（Unknown）]として表示されま
す。

•一時停止中のエンドポイントがすでに進行中の会議にある場合は、エンドポイントの状態
が [一時停止（Suspended）]に変更された直後に、エンドポイントアイコン（[会議
（Conference）] [トポロジ（Topology）]ペイン内））が [不明（Unknown）]に変わりま
す。
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• Cisco Unified CM Publisherが一時停止されている場合、対応する Cisco Unified CMクラス
タに属する登録済みのエンドポイントは、Cisco PrimeCollaborationAssuranceによってポー
リングされません。

•アクティブアラームがある場合、すぐにはクリアされません。手動でアラームをクリアす
るか、期限切れ（デフォルトは 24時間）後に自動的にクリアされます。一時停止された
デバイスでは、新しいアラームはトリガーされません。

•現在のクラスタに対してバックグラウンドジョブ（エンドポイントの同期、電話XMLな
ど）が実行されている場合は、CUCMデバイスを削除することができません。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

一時停止されたエンドポイントがトラブルシューティングジョブにある場合、一時停止さ

れたエンドポイントからトラブルシューティングを実行することはできません。ただし、

一時停止されたエンドポイントまでトラブルシューティングを実行できます。

•デバイスが一時停止された場合、Endpoint Utilizationレポートには、このデバイスのデー
タは含まれません。

• Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

TC/CEエンドポイント管理ステータスが「管理対象」から「一時停止」に変更された場合
は、登録を解除する必要があります。

管理対象デバイスを一時停止または再開するには:

ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 [Current Inventory]テーブルから、管理対象または一時停止デバイスで選択します。

ステップ 3 [Suspend]または [Resume]をクリックします。

ステップ 4 確認メッセージボックスで [OK]をクリックします。

削除オプションを使用してインベントリから電話機を直接削除することはできません。電話機が

登録されたクラスタが削除されると、電話機も自動的に削除されます。インベントリは、再検出

の実行後にのみ更新されます。

（注）

デバイスの削除
状態が [Unknown]、[Unreachable]、[Inaccessible]、[Undiscoverable]、[Suspended]、[Unsupported]
のデバイスは削除できます。[管理対象（Managed）]状態のデバイスは削除できません。
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デバイスは削除された後、[現在のインベントリ（Current Inventory）]テーブルには表示されま
せんが、詳細は Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバで参照できます。削除されたデバイ
スを再検出するには、「デバイスの再検出」を参照してください。過去の会議データの一部と

して、削除されたデバイスの詳細にアクセスできます。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

状態が [Unknown]、[Unreachable]、[Inaccessible]、[Undiscoverable]、[Suspended]、[Unsupported]
のデバイスは削除できます。[管理対象（Managed）]状態のデバイスは削除できません。

デバイスは削除された後、[現在のインベントリ（Current Inventory）]テーブルには表示されま
せんが、

古い IPエントリを含むエンドポイントをDEVICE_REMOVEDフィードバックの一部として削
除し、新しい IPエントリ（VCSの新しいエンドポイントとして見なされる）を別途追加する
必要があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

TC/CEエンドポイントがインベントリから削除された場合は、HTTPSフィードバックサブス
クリプションがエンドポイントから削除されます。

削除状態でのデバイスの動作を次に示します。

1. 現在のクラスタに対してバックグラウンドジョブ（エンドポイントの同期、電話 XMLな
ど）が実行されている場合は、CUCMデバイスを削除することができません。

2. Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、すべての同時セッションに対して一度に 1つの削
除要求のみ実行可能です。他のセッションからデバイスまたはエンドポイントを削除しよ

うとすると、「同時実行の削除操作がバックグラウンドで実行されています。しばらくし

てからもう一度お試しください（Concurrent delete operation is running in background, please
try after sometime）」というメッセージが表示されます。

3. Cisco PrimeCollaborationAssuranceでは、いったん削除または削除されたデバイス情報は保
持されません。デバイス管理ステータスで DELETED状態ではなくなります。

デバイスを削除する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 を選択します。[デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory
Management）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [インベントリ管理（Inventory Management）]

ステップ 2 [現在のインベントリ（Current Inventory）]テーブルから、削除するデバイスを選択します。

クイックフィルタを使用して、対象とする状態のデバイスのリストを取得できます。

ステップ 3 [Delete]をクリックします。

ステップ 4 確認メッセージボックスで [OK]をクリックします。

インベントリの管理

47

インベントリの管理

デバイスの削除

cpco_b_cisco-prime-collaboration-assurance-guide-advanced-12-1-sp3-es4_chapter12.pdf#nameddest=unique_61


削除オプションを使用してインベントリから電話機を直接削除することはできません。電話機が

登録されたクラスタが削除されると、電話機も自動的に削除されます。インベントリは、再検出

の実行後にのみ更新されます。

（注）

トラブルシューティング

問題：Managedの状態のデバイスは削除できません。

推奨処置：まずデバイスが一時停止されていることを確認してから、デバイスを削除

してください。

パフォーマンスグラフ
Cisco Prime Collaboration Assuranceではネットワークパフォーマンスメトリックを選択し、変
更を確認できます。収集されたデータ以外に、ネットワークパフォーマンスデータをリアル

タイムに選択、表示、図化することができます。

パフォーマンスグラフには、、、[アラームとイベント（Alarm&Events）]ページ、[デバイス
360°（Device 360°）]ビュー、[診断の概要（Diagnostic Summary）]ページからアクセスできま
す。次の場合に、現在またはリアルタイムのデータからパフォーマンスグラフを作成できま

す。

•デバイスの音声使用率ポーリングがイネーブル

•デバイスは管理状態です。

パフォーマンスグラフを表示できるのは、音声デバイス（電話機を除く）のみが対象です。表

示されるグラフは、管理状態にあり、少なくとも1つのポーリングサイクルが含まれているデ
バイスのみが対象です。

（注）

パフォーマンスグラフに関する特記事項

この項では、パフォーマンスグラフを使用する場合の注意事項について説明します。
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説明概要

次のガイドラインが推奨されます。

• 1つのグラフに対して5メトリック以下に
します。

•ユーザインターフェイスには10個以下の
グラフにします。

•マージには 10項目以下を選択します。

シスコでは、最適なパフォーマンスグラフ

ビューに関する次のガイドラインに従うこと

を推奨します。

3種類の機能（音声ゲートウェイ、スイッチ、
MGCP）を備えたデバイスのパフォーマンス
メトリックをグラフ化するときは、代表的な

メトリックだけがグラフ化できます。[Event
Details]ページには、HighUtilizationイベント
をグラフ化できません。

Catalyst 6000スイッチ上のMGCPゲートウェ
イ。3種類すべての機能（音声ゲートウェイ、
スイッチ、MGCP）がある場合は、パフォー
マンスグラフではすべてのデータをグラフ化

できません。代表的なメトリックだけがグラ

フで使用できます。

これら 3種類の機能（音声ゲートウェイ、
MGCP、ルータの H323）を持つデバイスのパ
フォーマンスメトリックをグラフ化する場合、

メトリック別に2種類のグラフを表示します。
また、複数のデバイスまたは複数のポーリン

グ間隔を持つデバイスをグラフ化する場合、

少なくとも 2つ以上の共通のポーリング間隔
で x軸をプロットします。リアルタイムでグ
ラフ化すると、この共通のポーリング間隔で

リフレッシュされます。

音声ゲートウェイ、MGCP、およびルータの
H323。1つのデバイスにこの 3種類すべての
機能がある場合は、メトリック別に 2種類の
グラフを表示します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceがデータを
収集し、このデータを受信するよう適切に設

定されていることを確認します。

Cisco Unity Expressサーバ（CUES）は、リア
ルタイムデータをグラフ化し、リアルタイム

で更新します。折れ線から棒グラフに切り替

え、特定のデータを拡大して、トラブルシュー

ティングを実行し、ピーク使用率の期間を検

索できます。

パフォーマンスグラフの起動

次の項目からパフォーマンスグラフを使用できます。

• [デバイス 360度（Device 360 degree）]ビュー：[起動ツール（Launch Tools）]アイコンを
クリックし、[パフォーマンスグラフ（Performance Graph）]をクリックします。

• Event Detailsページ

•診断ビュー：UCMクラスタコール使用概要のサーバおよびクラスタビュー、UCMリソー
ス使用率概要および UCMクラスタロケーション概要のクラスタビュー、ならびにトラ
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ンク使用率は、UCMリソース使用率概要ポートレットのクラスタビューを介してアクセ
スできます。

始める前に

• Cisco Prime Collaboration Assuranceが、使用率統計を収集するデバイスを監視しているこ
とを確認します。これには、ポートが登録されているCiscoUnifiedCommunicationsManager
も含まれます。

•音声使用のポーリング設定が有効になっていることを確認します。CiscoPrimeCollaboration
Assuranceは、ネットワークパフォーマンスをグラフ化するため、音声使用のポーリング
中に収集した統計を使用します。

•パフォーマンスグラフの注釈を確認します。

パフォーマンスグラフウィンドウ

パフォーマンスグラフでは、リアルタイム情報と履歴情報を提供します。

パフォーマンスグラフを起動すると、選択したメトリックごとに 1行のグラフが表示されま
す。各折れ線グラフには、リアルタイムで表示される 16個のデータポイントがあります。次
の表には、データオプションの詳細が示されています。

説明グラフデータ

オプション

パフォーマンスグラフを起動すると、デフォルトではリアルタイムデータ

が表示されます。

Real Time

[毎時平均（Hourly Average）]を選択すると、パフォーマンスグラフには時
間の平均データが表示されます。

Hourly Average

[毎時最大（Hourly Max）]を選択すると、パフォーマンスグラフには時間
の最大データが表示されます。

Hourly Max

[毎時最小（HourlyMin）]を選択すると、パフォーマンスグラフには時間の
最小データが表示されます。

Hourly Min

[履歴（History）]を選択すると、パフォーマンスグラフには 7日間の毎時
平均データが表示されます。

履歴

すべてのデータが表示されます。グラフには、最大 130ポイントが表示さ
れます。ズーム/パンビューのデータ範囲に 130ポイント以上含まれている
場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは一定の間隔をあけてポイントを
選択し、グラフにプロットします。

すべて
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パフォーマンスグラフのトラブルシューティング

この項には、パフォーマンスグラフ生成時に発生した問題の解決に役立つ情報が含まれていま

す。エラーが発生した場合は、メニューの [パフォーマンスのグラフ作成（Performance
Graphing）]を選択した場合、または Cisco Prime Collaboration Assuranceがグラフ化するデータ
ファイルの確認中に表示されます。前者の（Performance Graphingを選択した）場合は、問題
と対処法が記されたエラーメッセージが表示されます。次の表には、この2つのタイプのケー
スでエラーおよび考えられる原因が示されています。
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考えられる原因エラー

•アカウントおよびクレデンシャルがクラ
スタ内のすべての Cisco Unified
Communications Managersで同一ではあり
ません。

• HTTPサーバの問題：

•デバイスの HTTPサーバがダウンし
ています。

• HTTPサーバは動作しているが、Cisco
Unified CommunicationsManagersがダ
ウンしています。

•ネットワークの問題でデバイスに到達で
きません。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1
以前の場合

メディアサーバでパフォーマンスモニタ

リングのプロセスがダウンしています。

• MGCPゲートウェイが登録されている
Cisco Unified CommunicationsManagerは、
Cisco Prime Collaboration Assuranceインベ
ントリにはありません。

•デバイスの機能がサポートされていませ
ん。パフォーマンスのグラフ化では、

Cisco Unity、Cisco Unity Express、Cisco
Unified Communications Manager、Cisco
Unified Communications Manager
Express、、H.323デバイス、Voice Mail
Gatewayがサポートされています。

•デバイスが一時停止しているか削除され
ています。

•デバイスのプラットフォームがサポート
されていません。

サポートされているデバイスの一覧について

は、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサ
ポートされているデバイス」を参照してくだ

さい。

データを収集できません
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考えられる原因エラー

• Cisco Prime Collaboration Assuranceにクレ
デンシャルがありません。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceのクレ
デンシャルが正しくありません。

クレデンシャルを追加するには、「デバイス

クレデンシャルプロファイルの追加」を参照

してください。。

次の理由により、データを収集できません。

•デバイスのユーザ名またはパスワードが
指定されていません。

•システムが保有するデバイスのクレデン
シャルが正しくありません。

•デバイスにクレデンシャル情報がありま
せん。

Cisco Unified Communications Managerのバー
ジョンが正しくありません。次の点を確認し

ます。

•デバイスで実行している Cisco Unified
Communications Managerバージョンを確
認します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに格納
されている Cisco Unified Communications
Managerバージョン番号を確認します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに格納
されている Cisco Unified Communications
Managerバージョン番号が正しくない場
合は、デバイスをもう一度追加します。

サポートされているデバイスの一覧について

は、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサ
ポートされているデバイス」を参照してくだ

さい。

次の理由により、デバイスからデータを収集

できません。

•処理エラーが発生しました。

•解析または処理エラーが発生しました。

•内部で初期化エラーが発生しました。

•デバイスのデータコレクタで初期化エ
ラーが発生しました。

デバイスが DNS内にありません。デバイスからデータを収集できません。認証

のホスト名/IPアドレスを URLのホスト名/IP
アドレスにマップでません。
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考えられる原因エラー

Cisco Unified Communications Managerのバー
ジョンが正しくありません。次の点を確認し

ます。

•デバイスで実行している Cisco Unified
Communications Managerバージョンを確
認します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに格納
されている Cisco Unified Communications
Managerバージョン番号を確認します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceに格納
されている Cisco Unified Communications
Managerバージョン番号が正しくない場
合は、デバイスをもう一度追加します。

サポートされているデバイスの一覧について

は、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサ
ポートされているデバイス」を参照してくだ

さい。

デバイスとの通信でエラーが発生したために

データ収集が完了しません。

•必要なMIBからのデータがありません。

•必須MIBがデバイスに入力されていませ
ん。

• MIBの戻りデータがありません。

•ネットワーク障害が原因でデバイスが到
達不能です。

•デバイスのクレデンシャルに有効なSNMP
コミュニティリードストリングが含まれ

ていません。

• SNMPの応答が低速化しています。デー
タ収集がタイムアウトしました。

次の理由により、データを収集できません。

•デバイスが、必要なMIBからデータを戻
しませんでした。

•デバイスはMIBデータを受信しませんで
した。

Cisco Unified CM 6.0以降で実行された照会が
多すぎます。

ポーリング設定を確認し、3分未満である必要
があります。

• Cisco Unified CommunicationsManagerの照
会レートが上限を超えました。

•データ処理の段階でエラーが発生しまし
た。
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考えられる原因エラー

CiscoUnifiedCM6.0以降で実行された照会で、
処理時間の上限が超過しました。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが照
会リクエストを処理する時間が足りませ

んでした。

•データ処理の段階でエラーが発生しまし
た。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、最大容
量を使用して適切に設定する必要があります。

Cisco Unityまたは Unity Expressのトランク使
用率グラフが機能していません。

パフォーマンスグラフを使用する場合は、次のことに注意してください。

•パフォーマンスデータを収集できず、エラーメッセージ（ポップアップメッセージまた
はログファイルのメッセージ）も表示されない場合は、デバイスのステータスを確認する

必要があります。これを行うには、[デバイスの表示/再検出/削除（View/Rediscover/Delete
Devices）]ページを使用します。デバイスが到達不能状態の場合は、デバイスのクレデン
シャルが正しいことを確認し、デバイスを再検出します。

•グラフに灰色の線または灰色の領域が表示されている場合は、その上にマウスカーソルを
合わせると、説明が記載されたツールヒントを取得できます。

Unified CMデバイスの検索
ユーザが指定した検索条件に基づいて、クラスタ内のデバイスを検索できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合は、検索結果がグローバルカ
スタマー選択に応じて異なります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

デバイス検索を実行するには、 [インベントリ（Inventory）]> [UCデバイスの検索（UC Device
Search）]の順に移動します。[保存済み検索（Saved Search）]ドロップダウンリストから選択
された保存済みの検索条件に基づいて、デバイスを表示できます。

テーブルには、200個のエントリのみが表示されます。したがって、目的の結果を確実に得る
には、フィルタ条件を最大限に使用することを推奨します。

（注）

新しい検索条件を作成するには：

ステップ 1 Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [UCデバイスの検索（UC Device Search）]。
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ステップ 2 [クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリストからクラスタを選択します。

[クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリストでデバイスを検索することもできます。

ステップ 3 [New Search]をクリックします。

ステップ 4 基準名、デバイスタイプ、およびポーリング間隔を入力します

DBオプションに設定されたデバイスだけを選択すると、デバイスタイプを除くポーリング間隔またはそ
の他のパラメータを指定できません。このオプションには不明な状態のデバイスが表示されます。

同じユーザが同じクラスタに同じ検索基準名を使用することはできません。同じユーザが別のクラスタに

この条件名を使用することはできます。

ステップ 5 カスタム検索については、CallManager、デバイスモデル、およびネームパラメータによる検索内のステー
タスを指定します。

使用できる検索条件は、選択したデバイスタイプによって異なります。

ステップ 6 [Search]をクリックします。

検索結果がページに表示されます。結果がユーザ指定のポーリング間隔に基づいて更新されます。[IP
Address]列で使用できる IPアドレスのリンクから Unified CMを開始できます。

検索結果には、次の情報も含まれます。

• App Info：アプリケーションに関する情報。

• Configuration：これは、H.323ゲートウェイに適用されます。

• Port/Channel Status：設定されているすべてのポートやチャネル、およびその状態を表示します。ポー
リング間隔を設定して、この表示を更新することができます。

検索はデータベースに保存されないため、保存しないとログアウト後にこの検索を復元できません。検索

を保存するには、[保存（Save）]アイコンをクリックします。

ユーザが保存した検索を編集することもできます。保存されていなくても、ユーザが作成した検索設定を

削除できます。編集または削除アイコンを使用して検索を編集または削除できます。ユーザが編集できな

いフィールドは無効になっています。

SIPトランクの宛先のステータスも表示できます。[デバイスタイプ]ドロップダウンリストから [SIPトラ
ンク]を選択し、[条件名]と [ポーリング間隔]を入力して [検索]をクリックします。[Name]列にマウスを
合わせてクイックビューアイコンをクリックし、[送信先の詳細]ポップアップウィンドウを表示します。

Internet Explorer 10または 11の検索条件を保存するには、ブラウザの [Always Refresh from Server]
オプションを有効にする必要があります。このオプションを有効にするには、F12を押します。
Internet Explorerのツールバーメニューで、[Cache > Always refresh from server]を選択します。

（注）
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SNMPクエリ（SNMP Query）
SNMPクエリ機能は、ネットワーク内のデバイスのトラブルシューティングに役立ちます。

次の場合に SNMPクエリを実行します。

•ネットワーク内のデバイスが、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理された状態にな
りません。

•ネットワーク内のデバイスが、およびインベントリ管理の一覧に表示されません。

• SNMPポーリングが正常に実行されません。

前提条件 -デバイスは、Cisco Prime Collaboration Assuranceによってサポートされている必要が
あります。

サポートされているデバイスの一覧については、「Cisco PrimeCollaborationAssuranceでサポー
トされているデバイス」を参照してください。

SNMPクエリを実行するには、次の手順に従います。

1. 選択 [デバイスインベントリ（Device Inventory）] > [SNMP MIBクエリツール（SNMP
MIB Query Tool）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

移行方法 [インベントリ（Inventory）] > [SNMP MIBクエリツール（SNMP MIB Query
Tool）]。

2. IPアドレスを入力して OIDドロップダウンリストから OIDタイプを選択し、次のいずれ
かの操作を実行します。

•特定のOIDの戻り値を確認するには、[取得（GET）]ボタンをクリックします。たと
えば、インターフェイス名やインターフェイスステータスを確認する場合です。

このタスクを実行するには、クレデンシャルが必要です。Cisco Prime Collaborationで
デバイス情報が利用できる場合は、詳細が画面に自動入力されます。それ以外の場合

は、[クレデンシャルの入力（Enter the Credentials）]チェックボックスをオンにし、
バージョンドロップダウンリストからSNMPバージョンを選択し、表示されるフィー
ルドに詳細を入力します。

•対象デバイスのMIBに関する詳細情報を取得するには、[ウォーク（WALK）]ボタン
をクリックします。

このタスクを実行するには、クレデンシャルが必要です。Cisco Prime Collaborationで
デバイス情報が利用できる場合は、詳細が画面に自動入力されます。それ以外の場合

は、[クレデンシャルの入力（Enter the Credentials）]チェックボックスをオンにし、
バージョンドロップダウンリストからSNMPバージョンを選択し、表示されるフィー
ルドに詳細を入力します。

ページには、IODに関する情報が表で表示されます。
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トラブルシューティング -次の場合、SNMPクレデンシャルは自動入力されません。

•検出が完了していないため、Cisco Prime Collaborationデータベースにはまだクレデンシャ
ルが追加されていない可能性があります。

•デバイスが、およびインベントリ管理で Unknownまたは Inaccessible状態になっていま
す。

•デバイスで SNMPクレデンシャルが設定されていません。
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